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書物と言語 

 

１．書物の特徴 

 ① 書誌的特徴  素材、製本のやり方、寸法、行取り 

 ② 内容的特徴  書かれた内容 

 ------------------------------ 

 ③ 言語的特徴  書物は文字で言語が書かれている 

   文字・表記  ①との関連 

   文体・語彙  ②との関連 

 

２．書物と文字・表記 

２－１．書体変遷 

 

篆書   隷書   楷書   行書   草書 

 

２－２．漢字字体 

標準字体の変遷モデル 

 石塚晴通（1999）「漢字字体の日本的標準」『国語と国文学』70巻 5号 
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２－３．仮名字体 

 

   加   可   閑   家   駕 

 

 仮名字母の使用傾向による写本分類 

  齊藤鉄也（2018）「仮名字母の出現傾向を用いた藤原定家書写資料の調査」『情報処理学

会論文誌』Vol.59 No.2 

 

３．書物と文体・語彙 

３－１．日本語学的「文体」 

 沖森卓也編（1989）『日本語史』おうふう 

 大きく見れば、文章から受ける直観的印象を指すと言えましょう。この印象の違いを、

個別的にとらえるか類型的にとらえるかによって、類型的文体と個別的文体との二つ

に大別されます。 

 

 記載様式（表記体） 漢字文、仮名文、漢字仮名交じり文 

 

 類型的文体 

  漢文体（純漢文） 『日本書紀』『延喜式』『風信帖』『解体新書』 

  変体漢文（和化漢文） 『古事記』『日本霊異記』『御堂関白記』『東鑑』『御成敗式目』 

  漢文訓読体 訓点資料 

  和文体 『源氏物語』『枕草子』 

  和漢混交文 『平家物語』『方丈記』『徒然草』『太平記』 

 

３－２．文体特徴 

 金明哲（2009）「計量文献学」『計量国語学辞典』朝倉書店 

 

 書き手の文体特徴を測る主な要素 

  単語の長さ、文の長さ 

  品詞の分布、機能語の分布 

  漢字・仮名の比率 

  読点の打ち方 

 

か 


